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第４号様式（第８条関係） 

 

議 事 録 

会 議 名 第６期寒川町まちづくり推進会議 第１回会議 

開 催 日 時 平成３０年７月２６日(木）午後３時００分～午後５時００分 

開 催 場 所 寒川町役場３階議会第１・２会議室 

出席者名、欠

席者名及び

傍 聴 者 数 

○出席委員 

半澤委員、中門委員、杉下委員、大関委員、相田委員、千葉委

員 (会長)、武藤委員、中島委員、小野委員、新保委員、菊地

委員 

○欠席委員 

内野委員 

○事務局 

中島町民部長、戸村協働文化推進課長、越原主査、岡野主任主

事、酒井主事、柏木主事補 

○傍聴者数 なし 

議  題 

１ 今期推進会議の調査・協議事項について 

（資料２～５） 

決 定 事 項 

１ 会長副会長の選出：会長 千葉委員、副会長 杉下委員 

２ 議事録承認委員：半澤委員、中門委員 

公開又は非

公 開 の 別 

公 開 

非公開の場合その

理由（一部非公開

の 場 合 を 含 む ） 

 

議事の経過 

１１１１ 開会開会開会開会 

２２２２    委嘱状交付委嘱状交付委嘱状交付委嘱状交付    

３３３３    町長町長町長町長あいさつあいさつあいさつあいさつ    

４４４４    委員自己紹介・職員自己紹介委員自己紹介・職員自己紹介委員自己紹介・職員自己紹介委員自己紹介・職員自己紹介    

５５５５    会長・副会長の選出会長・副会長の選出会長・副会長の選出会長・副会長の選出    

【戸村協働文化推進課長】次第の５の会長・副会長の選出とな

る。 

 まちづくり推進会議の会長・副会長は、参考資料の２、寒川

町まちづくり推進会議規則第３条に規定されており、第１項

において委員の互選により選出すると規定されています。皆

さんの中でこの方にというご推薦や、または、私がどうして

もやりたいという方がいらっしゃいましたら、挙手をお願い

したい。よろしくお願いします。 

【平本委員】  千葉委員を推薦したいと思います。この２年

間、自治基本条例の委員会の委員長として活躍されて、とて

も活発でよかったと思います。副会長は杉下さん、知識も経

験も豊富なので、推薦したいと思います。どうでしょうか。 
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（「異議なし」の声あり） 

【戸村協働文化推進課長】  ありがとうございました。では、

ここで一言ご挨拶ということで、千葉会長及び杉下副会長か

らよろしくお願いします。 

【千葉会長】会長挨拶（省略） 

【杉下副会長】副会長挨拶（省略） 

【事務局】  ありがとうございました。 

 続きまして、次第の６に移りたいと存じます。 

６６６６    議事録承認委員の選出議事録承認委員の選出議事録承認委員の選出議事録承認委員の選出    

【戸村協働文化推進課長】４の議事録承認委員の選出だが、これまでのま

ちづくり推進会議では、出席されている委員のうち、名簿の順に上から

お願いをしている。本日は、半澤委員、中門委員にお願いできればと思

うが、いかがか。 

【各委員】異議なし。 

【戸村協働文化推進課長】異議なしということで、半澤委員、中門委員、

よろしいか。 

【半澤委員】【中門委員】了解した。 

【戸村協働文化推進課長】それでは、これ以降の議事進行については、推

進会議規則第４条により千葉会長にお願いをしたいと思う。 

４４４４    議題議題議題議題    

（１）（１）（１）（１）今期推進会議の調査・協議事項について今期推進会議の調査・協議事項について今期推進会議の調査・協議事項について今期推進会議の調査・協議事項について    

【千葉会長】  １番目として、今期推進会議の調査・協議事

項についてということで事務局から説明をいただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

【事務局】  では、ご説明を差し上げたいと思います。 

―資料２～５説明―（省略） 

【千葉会長】  ありがとうございました。 

 ただいま事務局のほうから議題として、大きくパブリックコ

メントに関することと総合計画の位置づけについて、現在ま

での状況とこうやったほうがさらにいいのではないかという

ような考え方が出されました。実は、私個人的に事務局の説

明にもありましたが、要はパブリックコメント制度が実際に

機能していないという問題を考えますと、我々にとっても簡

単に取り組もうかということになりにくいテーマではありま

す。それなりの町民としての見解を出していければいいなと

考えますので、そういう方向性を持ちながらいくことにした

場合に、まずご意見があれば伺ってまいりたいと思います。 

【半澤委員】  初めてで流れがわからないのだが、寒川町の

まちづくり推進会議でどういうところに持っていきたいかと

いう大きな目的があるかと思う。具体的にはこの１期から５

期までの期間でやってきたことがあり、そのつながりが失礼

ですけど、唐突な感じで、何でこのパブリックコメント制度
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と総合計画の２つやればいいのかという疑問がある。 

【中門委員】  私も半澤委員と一緒で、初めてこの会議に参

加することになり、知らないなりにまちづくり推進会議を勉

強してきたつもりなのだが、まちづくり推進会議というのは、

町の総合力がどういうふうにあるかというのを問われている

会議じゃないかと思っている。昨年の自治基本条例見直し委

員会の報告書を見ると、やはり町の様々な弱いところがこの

中に出てきている。例えば、寒川町の選挙では、投票率がい

つも悪いねと仲間に言われている。何かもっとよくしていき

たいといつも思っている。 

 先ほどアンケートの説明があったが、その中にパブコメを知

っている人が５４.４％しかいませんでしたと、５４.４％の

中身は、全てが悪くて５４.４％ではなくて、世代別では５０

代から上の人の認知率は高く、若い層の人たちが低い。また、

自治基本条例を知っているかという項目では、６５％の人が

自治条例があることを知りませんと書いてある。それも同じ

ように、５０代から６０代の方はそこそこ知っているよとい

うのが多いが、それ以下の世代が全然知らない。そういうの

を見ていくと、やはりパブコメには課題があると思うのだが、

今までやってきた自治条例の見直しだとか、それがどういう

ふうに結果が出ているかをもう一回振り返りながら、もしう

まくいっていないのがあったら、もう一回もとに戻して、回

していくようなまちづくり推進審議会であったほうが、いい

んじゃないかというのが私の、今日初めて来て感じる内容で

す。 

【千葉会長】  今、お２人から意見が出ました。 

 今、半澤委員・中門委員からご指摘ありましたように、この

５期の中でこういう課題があって、こういう順番で進んでき

たという流れが、という質問は当然だと思う。そうしますと

これまでの整理を一遍、ちょっと後戻りするようですが、む

しろ皆さんが方向性を１つにするためには、かえっていいん

じゃないかなと私自身としてはそんな感想を持ちましたんで

すけれども、いかがでしょうかね。 

【杉下副会長】  事務局も今日はそういう資料はないですよ

ね。次回以降に今までの振り返りみたいなものを前段でお話

をしていただいて、今日は事務局サイドのまず思いとしては、

パブコメと総合計画については、今までの５期分を振り返っ

た中で、もう一度見直そうよというところの事務局案として

今日は提示されたということの確認をするというところで、

まずは整備したほうがいいと。 

 ご意見もいただいたので、今日、資料がないのにああだこう

だというよりも今日は１回目で初めての委員さんの顔合わせ
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もあるので、そこの交通整理や意見の集約をしていただいて、

２回目以降、うまく議案とか報告とかというところで整理し

ていただければよろしいかなと。 

【中門委員】  特に否定するわけではなく、いただいた資料

を読んで、寒川町の自治基本条例のところに、個性的で魅力

あるまちづくりをしましょうというのがあって、それでこう

いう会議のときに、やはり寒川町が目指している個性的で魅

力的なまちづくりは何かというのは、それを町で考えている

のを少し提示してもらって、それに対して我々が何をやって

いこうかということをここでみんなの意思が少し固まってい

ければ、向かう方向がわかりやすいんじゃないかという思い

があるんですね。 

【千葉会長】  その辺の流れについては、菊地先生は以前か

ら会議に入っていただいています。行政学の中から地方自治

についてご経験が深い菊地先生にご参加をいただいているわ

けでして、その中で寒川が取り組んできたこの何年間かの流

れの中で、今来ている方向というのは当然あると思うんです。

事務局はそれに従って課題を２年ごとに積み上げてきていま

すから、一遍整理するということを事務局には求めておりま

すので、こんな論議をしていることについて、改めて菊地先

生のほうからご意見をここで少し入れていただくと、潤滑油

になるんじゃないかと思いますけれども、どうでしょうか。 

【菊地委員】  たしかこれまでのまちづくり推進会議の報告

に対する町の対応という、こういうふうに報告書を受けてや

っていますよという、何かＡ３の一覧みたいなものがあって、

中門さんがお調べになったこれまでの期の報告書に対して町

がどういう考えでそれに対応してきたのかというのは、わか

るかもしれません。 

 その推進会議の中の議論というのも、例えば３期のときは、

協働ということの考え方を整理しましょう。それを受けて、

第５期では、協働という理念を実際動かすときのマニュアル

をつくりましょうという形で、それぞれの議論の中身も相互

に関連をしながら、徐々に徐々に前に進めていくという継続

する部分もあれば、そうでないようなところもありますので、

なぜこれが出てきたのか、おそらくそういった経緯がわかる

と思います。 

 例えば、このパブリックコメントということについても、さ

っきのご説明で次回以降ということになりましたが、毎回報

告があって、件数というのがどんどん減っているということ

について、これ自身が問題だねということの認識は抱えてい

たんですが、今回、ご提案いただいたのは、より事務局とし

ては踏み込んでいるのかなと思います。自治基本条例は参考
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資料の１にございますけれども、これがつくられた平成１９

年のときには、パブリックコメント制度というのは、当時で

は最先端の仕組みだと言われていたのですね。まさに寒川が

この周辺の自治体、神奈川の自治体をリードするような内容

としてこの制度をつくったのですが、それが徐々に寒川に限

らずですが、形骸化をしてきてしまった。 

 参考資料の１の２０条の２項がパブリックコメントに関する

条文になるわけですけれども、２０条２項以降に特出しでパ

ブリックコメントは重要だということを書いてきてしまった

ために、今日の後でご報告があると思うんですが、市民討議

会ですとか、いろんな形での住民の意見を反映させる仕組み

ができているのに、パブリックコメントだけを特出し、全く

何もやっていないように見えてしまうというところが浮き彫

りになってしまっている。そのあたりを多分整理されたいん

だろうなというのが１つあります。 

 ２の総合計画については、これもおそらく今回初めてだと思

うんですが、自治基本条例を改正することにかかわるという

意味では、これまで１０年以上議論してきた中で、初めて自

治基本条例の改正の内容にかかわってくるんじゃないのかな

と思って、そういう意味で、過去の経緯とのつながり、特に

今回初めてご参加いただいた委員は、そのあたりの話があれ

ば、位置づけというのが明確になるのかもしれません。 

【千葉会長】  ありがとうございました。 

 町のほうから、今、いろんな論議が出ましたけれども、この

辺のいろんな意見についてはどのように受けとめますか。現

時点では、大きな課題といいますか、それを捉えて、この時

期に出してきたということがおかしいということではなく

て、やっぱりそういう課題が現実に流れとしてつかんでいる

だけに出てきた課題だと思うんですね。でも、そこに至る過

程が、ここに初めて来た人にはわかりにくいわけですから、

ちょっと後戻りするようですけれども、なぜこういう議題に

たどり着いたのか説明いただきたい。 

【中島町民部長】  いずれにしても、新しい委員の方の説明

がちょっと足りなかったのかなと。まず、それはおわび申し

上げたいというように思います。 

 今、唐突に出たような形になってしまったんですけれども、

第５期の反省を踏まえまして、このようなテーマをとらせて

いただいたところはあります。今までこの本会議のほかに２

つの委員会をつくって、もう何十回となく会議を積み重ねて

いただいた。基本は、この本会議の中で全員そろってテーマ

をたたいていくという形にしたいという意思もありましたの

で、その辺が可能な部分がこの２つのテーマなのかなという
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ふうに事務局では捉えております。 

 菊地先生からもご説明いただきましたとおり、まず、１点目

のパブコメについては、かなり形骸化というか、ご意見がゼ

ロという部分はもうあり得ない数字だと我々も思っていまし

て、このパブリックコメントの重要性というのは、行政に参

画する上で一番取っかかりとなる部分だと思います。まず、

行政に何か物を申したいという部分では、一番気軽に入れる

部分なので、その部分がゼロというのは、今後、先の協働と

かいうステップに行く前に解決しておかなきゃいけない大き

な課題なのかなというふうに思っていますので、パブコメに

こだわらないほかのやり方があるんであれば、検討していた

だけたらというのがまず大きな１点です。 

 それと、千葉会長のほうからも話がありましたように、自治

基本条例が町の最高規範といいながらも、総合計画があって、

どっちが上なんだ、下なんだという話もさんざん議論があっ

て、ここははっきり整理して、自治基本条例がしっかり上な

んですよというところを整理したほうがいいのかなという部

分が我々もありまして、その辺の部分を今までダブルスタン

ダードだったものを一本化したいという思いから、これはぜ

ひ皆さんで議論していただきたいという部分で、この２つに

大きく絞らせていただいた経過がございます。 

【千葉会長】  ありがとうございました。 

 事務局が最初に発言するときに、事務局はあまりしゃべらな

いほうがと。私は、それは全く思っていませんので、事務局

も我々委員の１人だと。代表して部長にだけしゃべれとは申

し上げませんけれども。それぞれの職員の担当の方も含めて、

意見統制をしないと町としての態度が崩れる場合は別にいた

しまして、そういう形でぜひ町のほうもこの場では意見を出

せると。 

 逆に言うと、それに対して皆さんでディスカッションすると

いうことの場でありたいと思いますので、その辺については、

率直な意見をぜひ事務局としても出していただいて結構だと

いうことは初めに申し上げておきたいと思います。 

 私も前期に参画したら、２つの委員会に分かれて、住民投票

については、かなりいろんな意見が出て、どうしてまとめよ

うか、放り出そうかなと思ったときもあるぐらいなんですが、

人数的には、全体の委員としては今回の委員は、前回の総人

数よりも少ないんですか。同じなんですか。 

【事務局】  少ないです。 

【千葉会長】  少ないでしょう。だから、逆にこのぐらいの

人数ならば、どういう案件がたとえあったとしても、皆さん

で率直な意見を出し合ってまとめることは比較的できそうか
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なと思います。 

【中門委員】  年間スケジュールで、４、５回あって、昨年

自治基本条例のいろいろなところをまとめられて、こんなす

ごいのをたったこれくらいのところでよくつくったなと思っ

て感心しました。これをどう進めていくんだろうなと思って、

パブリックコメント制度の見直しと総合計画と２つの委員会

を作ったら、この１３人でどう分けて、この両方を見る機会

がないとちょっとおかしいんじゃないかなと思って、この２

つをどうやって進めていくのかがよくわからなかったのでち

んぷんかんぷんな質問になったかわかりませんけれども。 

 せっかくここに来るのは半澤委員も私も、まちづくりという

のは、何かやってみたいなというおもしろいものがあって、

来たのだけども、どうやっていくかがわからなかった。 

【杉下副会長】  済みません、確認も含めて。 

 パブリックコメントを今回見直そうと、事務局が提案として

出してきたというのは、非常に評価としては高く持っている。

というのは、一度、行政側がつくったら形骸化して、ずっと

そのまま多様な意見を出す機会はあるから、それでいいでし

ょうではなく、今、逆にあえて行政側のほうから、ゼロ件は

問題がありますよねということで、さっき菊地先生もおっし

ゃったように、例えば、寒川に住んでいても東京とかに勤務

している方だと、役場に来る時間もないから意見も言えない。

結局、一部の人で決まってしまう。では、ネット環境をうま

く使いましょうという背景があって、パブコメが出てきた。 

 しかし、今、また時代が変わって、この後の報告でもありま

す市民討議会とか、新しい試みで、１人でも多くの多様な意

見を吸い上げた中で、寒川のまちづくりを今後どうするかと

いうところの、形骸化したところもあえてメスを入れて考え

ようと事務局が出してきたというのは、私はこの点はすごく

評価しています。 

 だから、これだけに限らず、どういう意見を出すかというと

ころで、確かに、私も過去５年、２５年度から、出た数字を

見ると、２５年度までは意見の反映率が２７％で、そこから

５.２％、２.３％、２.６％、去年が０％と、時代の変化とと

もに、多様な意見の吸い上げ方というのもいろいろあると思

うんです。今日は第１回目ですから、頭出しとして、事務局

としてはこんなところが形骸化して、見直したいなと。今後、

我々委員としては、もっといろいろ調べて、提案をしていく

ことによって、最終的にどういうまちづくりが形になってい

くのか。ほんとうにみんながベストとは言わなくても、ベタ

ーな落としどころをつくれるものを出していくということ

が、今後、我々も会議を進める中で、こういう手法もあるん
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じゃないですかと提案をどんどん出していき、一緒に新たな

議題としてもんでいくことも可能だということでよろしいん

ですか。確認で長くなって申しわけありませんが。 

【千葉会長】  今、中門委員から出た中で、実は、この２つ

のテーマを見ますと、それぞれがそれぞれに重たいといいま

すか、１つをやっただけでも結構な時間が要るんじゃないの

という感想を持つんですね。 

 実は、私は、町の別の総合計画審議会というのにも参画して

いまして、先ほど申し上げた、どっちが上でどっちが下とい

う問題のほかに、ダブった話が出るんですね。今回、事務局

の説明では、企画政策課のほうが、これはまちづくりの基本

的なところに組み込んだほうがいいんではないかということ

から、一本化を図ることも検討したらいいのではないかとい

う提案もあったと。 

 そういうことからしますと、先ほど副会長が申し上げた、パ

ブコメについて事務局として大変前向きな話、現在の状況に

かんがみて、やっぱり変えていかなくちゃいけないこととし

てご意見が出ましたが、もう一つのほうは、より効率的にや

るためには、町全体としてどうしたらいいかと。頭でっかち

になって、２つが両方走っているということは、やっぱり町

民にとっても無駄なことをしていることになりはせんかとい

うことからすると、これも行政のほうが統合して、こういう

ふうに持っていったほうがより町にとってもいいことなんだ

という意味では、私は２番目のところも、行政のほうとして

の取り組みは、考え方は結構いいんじゃないか思います。 

【半澤委員】  それ以前に、パブコメなんて言葉を初めて聞

いて、申しわけない、遅れていて。 

 例えば、平成２７年度の中に、第４次さむかわ男女共同参画

プランとありますよね。参加者１人で１２件出して、反映が

１件だったと。例えば、反映したものというのは、具体的に

はどのような内容か。前提についてよくわからないところが

あります。 

【千葉会長】  今のご質問に対して、事務局、何かうまいこ

と答えられるような内容をお持ちですか。 

【戸村協働文化推進課長】  今、委員からご質問なんですけ

れども、今、具体的にそのときにパブコメの仕方といいます

か、質問といいますか、手元に資料がありません。また、そ

の質問に対して取り入れた意見はどういうところだという、

当時、当然インターネットで出ておりますので、ただ、こち

らとしては今、資料がないというところでございます。議会

を含めて、町民の皆様にもオープンでそこは公開しています

ので、資料自体は残っていますので、その閲覧は可能です。 
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【千葉会長】  わかりました。今、ご質問が出たので、事務

局でまず、そういう資料を一応経緯としてご報告いただくと

いう形をとっていただいていいんじゃないかと思いますが、

どうですか。どうぞ。 

【戸村協働文化推進課長】  検討してまいります。 

【千葉会長】  半澤委員、そういうことで、事務局のほうで

資料を後でまたお届けすると思いますので。お互いの話でご

ざいますので。 

【半澤委員】  どれか１個あるとイメージが湧きやすい。 

【千葉会長】  そうですね。 

【杉下副会長】  この２８年寒川町プロモーション戦略、１

２件で１件反映と。例えば、その流れの延長線で、絵柄がで

きましたよとか、そういうプロセスの中でパブコメでこうい

う意見もあってということを、参考資料で、次回出してもら

えると、イメージが湧きやすいかなと思ったので、ご検討い

ただければ。 

【戸村協働文化推進課長】  多分、基本的にご意見をいただ

いた部分を、こういう文章に対してこういうご意見をいただ

いたので、ここの文章をこのように直しましたと、そういう

修正のものがほとんどだったと思います。字句の修正とか、

こういうこともやったほうがいいんじゃないのという提案を

受けて、その事業を組み込んだとか、そういうものがほとん

どだと思いますので、お調べするのは簡単なんですけれども、

報告するほうがかなり難しい、直近のものでよければ、ここ

をこう直しましたという一覧表があります。 

【千葉会長】  実態の数字はこれで、提出意見とそれに対す

る手を入れた数字はわかりましたが、対応した結果がこうで

すというようなことがあると、こういうテーマは、やっぱり

このままではいかんなということにつながります。 

【中島町民部長】  よろしいでしょうか。過去にもパブリッ

クコメントについてご議論をいただいた経過があると思うん

ですよ。それを踏まえて、各審議会で回覧用の資料をつくっ

ていただいて、自治会長連絡協議会でお回ししていただいた

という経過があるんですけれども、そのような改善をしても、

なおかつゼロというのは、我々としてもかなりショックな部

分があります。パブリックコメント制度が悪いわけではなく、

何か原因があるのか。パブリックコメント制度だけにとらわ

れるんじゃなくて、物によっては、勉強会とか説明会みたい

なものを開くことによって、そのかわりを果たすとか、違う

方法でもいいものがあったり、もしくは手法として、１つの

ものを全て聞くのではなくて、町としてこの部分については、

町民の皆さんのご意見を聞きたいという部分をポイントだけ
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を押さえて聞くという方法もあると思う。何かしらが今、う

まく回っていないんで、そういった部分も含めて掘り下げて

いただけるとありがたいかなと思っています。 

【千葉会長】  私は自治会長連絡協議会から出てきています

ので、例えば４つの課からパブリックコメントが４つ出てき

たとしますね。そもそもかたいテーマになりますから、それ

がたとえ回覧で自治会から回っても、ただ回覧に張りつけて

あるだけでただ流れていってしまう。４つもあればなおさら

回覧では見てもらうのは難しいなと感じるところがある。こ

ういうような形になっているから、結果的に効果が出てきて

いないのだと思うんですね。 

 つまり、そういう方法論も、役に立たないとは言いませんけ

れども、効果が薄いということは歴然としている。これはも

う自治会長連絡協議会のほうで、各自治会長からも出ること

ですし、こんなのもらっても回しても回さんでも一緒だみた

いな、そういう実態になっているのも事実です。やはりそう

いった意味では、何か担当課が自分のテーマについてはちゃ

んと皆さんに伝わるような方法として、パブリックコメント

を求めましたというアリバイづくりになっているのではない

かというような感じすらするわけですね。 

 だから、この場でぜひ取り上げてほしいというのが事務局の

気持ちでしょうかね。ですから、それだけにもうちょっと、

これに至る経緯は、次回のときに、それも参考資料にして論

議を進めるかということになろうと思いますので、何らかの

手を講じてほしいんです。 

【中島町民部長】  パブリックコメントの対象となる、こう

いったさまざまな計画の案というのは、それがつくられる過

程で、役場だけでつくっているわけではなく、そのつくられ

る過程でいろんな形のこういった審議会がある。常に審議会

の中で町民の意見が反映された案ができて、それが外に案と

して出ていって、それに対してコメントを求めるという形に

なっております。その案をつくる段階で住民参加が進めば、

逆に、そこに対して意見が出てこなくなるというのも１つあ

るのかもしれません。 

 あるいは、千葉会長が前期の小委員会で、意見が分かれるよ

うな両論併記のようなものというのは、取りまとめの中でも

併記という形で入っていました。そういったものに対して、

つまり、町民参加をやって議論したんだけれども、意見がま

とまらなかった。それに対してパブリックコメントで意見を

聞くという、ピンポイントで聞くですとか、制度の仕組みと

しては考えられるので、パブリックコメント制度が件数とし

て少なくなっているというのは、逆説的に言うと、その案を
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つくる時点で町民参加が進んで、ある意味、既に織り込まれ

ているので、意見がもう出にくいというのもあるのかもしれ

ない。そのあたりも含めて、少し総合的にパブコメというも

のをもう一度見詰め直してみようというのが多分今回の２年

をかけてやるテーマなんだと思います。 

【千葉会長】  パブリックコメント、これは案の１となって

いますけれども、見直しについて、今、これだけの意見が頂

戴できているということは、やはり課題だということは間違

いないと思うんですね。 

 私が懸念するのは、後のほうの総合計画の位置づけで町を運

営するために大変重要な計画でして、町はこれに基づいて全

ての事業を各担当に振り、回していくという大きな計画なん

ですね。ですから、かなり突っ込んでやらなければいけない

と感じております。要するに、上位として町を運営するため

に大切な計画というのが総合計画だとすれば、まちづくり推

進会議でどこをさわるか、どっちが上か、下かということも

論議するでしょうけれども、この２つを一緒にやるのは、何

か大丈夫かなと。 

【中島町民部長】  いずれにしましても、次回、その説明を

させていただければと思いますので、よろしくお願いします。 

【菊地委員】  おそらく次回、ご説明があると思うんですが、

先ほど資料３の（２）でご説明がちょっとあったと思うんで

すが、これまでは行政が進めるまちづくりの最も基本という

のは、この総合計画になるんですけれども、それは何に基づ

いてつくられているかというと、地方自治法という法律に基

づいてつくられていたんですね。 

 その法律の規定というのが改正をして削除してしまった。で

すので、寒川町を含めたいろいろな自治体がまちづくりの根

幹である総合計画をつくっているんですけれども、その根拠

がなくなってしまったわけですね。その根拠を、法律の条文

がなくなってしまって、何に求めるのかというと、それは寒

川町の最高規範である自治基本条例に求めるべきじゃないの

かと。自治基本条例というのは、そういったまちづくりを進

める理念が示されているということと、総合計画をつくり、

そして、進めるやり方がこの中に記されているということで、

最高規範という総合計画の中に位置づける必要があるのでは

ないかということになると思います。 

 おそらくそうなると、自治基本条例を改正しないといけない

ということになるんではないのかなと思います。多分、その

あたりが、次回もう少し詳しく説明が出てくるのであろうか

と。ですので、今、根拠がないんですね、総合計画を進める。

こういう状況の中で、かといって、まちづくりの根幹である
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総合計画というものを進めないわけにはいかないという中

で、そういう意味では、自治基本条例があるじゃないかと、

その中にしっかり位置づけようという必要があるんじゃない

のかということが多分、今のところの議論の経緯だろうと思

います。 

【千葉会長】  これは次にやるときに、今の２つのやつに対

する、それぞれの内容が出ているわけでしょう。頭の中が切

りかわらないなという気がするんですけれども、そうでもな

い……。 

【杉下副会長】  うまく事務局もまとめてくれると思います。

今日、これだけ初めていろんな意見が出たんで、うまくまと

めて、よろしくお願いします。 

【千葉会長】  その意味では、私が前期で担当した、先ほど

出ましたけれども、住民投票条例の件でいろいろな意見が出

ました。 

 先ほど先生からありましたように、両論併記というのも。た

だし、私が褒めるとおかしいようですけれども、がーっと熱

くなったのを、事務局のほうでうまく冷静に落ちついて、ひ

ょっと出してくれて、これを両方見たらこんなもんかなとい

うような形で実は進めていきました。 

 ですから、これから先も同じような形でいくかどうかわかり

ません。まず、次の回にこの２つでやることにして、事務局

からどんなものが出てくるか、それを見ながら、このまま二

頭立てでいくのかと。あるいは、こっちを先にしたほうがい

いんじゃないかという論議も、今日参加の皆さんであれば、

頂戴できるんじゃないかなというふうに感じますね。 

 皆さんには、それぞれちょっと読み込んでいただかなければ

いけないという重荷はありますけれども、町が抱えている直

近の大きな問題が、我々が参加しているこの会議に提起され

ているということをもう一度かみ砕いていただきまして、次

の回でそれを具体化するということで構わないと思います。 

【中門委員】  そのとおりで結構です。できれば、お願いと

いうか、例えばパブリックコメント制度の見直し、それから、

もう一つ、総合計画のところについてというのがあるんです

けれども、パブリックコメント制度の見直し、先ほどから表

があって、平成２７年度からこうやっていって、だんだん少

なくなってきて、昨年度はゼロに近くなってきましたよとか、

そういう数値的なもので見るのが一番わかりやすいんですけ

れども。 

 協働文化推進課のほうで、例えば、町で感じているところの

問題点だとか課題を少し整理してもらうと、かなり高いレベ

ルのところから入っていけるんじゃないかと。 
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 だから、次回のときに準備していただけるとすれば、例えば、

パブリックコメントのところについて、現状こうあって、こ

ういう課題をやってきたんだけれども、どうしてもそれが動

いていかない。だから、次に違う形に変えていったらいいの

か、今のやつをもう少しよりよくしていけばいいのか、そう

いうところと。総合計画についても、自治基本条例のところ

にうまく入っていって、どっちが上位かというのもあるんで

すけれども、今までは流れはこうだったんだけれども、今は

こうなってきて、こういう課題だとか問題点が見えてきてい

るので、これをどうしていきましょうかというところで、そ

ういうところを整理していただけるとわかりやすいなと。 

 できればこの会議の前にそれなりのものを前に送っていただ

ければ、それをもとにして、少し自分なりに調べておいて、

そこから会議の中でスタートすれば、会議も、最初わからな

かったところからスタートするよりいいのかなと思うので、

ちょっと大変ですけれども、忙しいことは十分承知なんです

けれども、その辺のところを少し整理していただけるといい

のかなと。 

【千葉会長】  ありがとうございました。今回、初めてです

ので、次回から会議に臨むに当たって事前に資料を送付する

のは、これまでにもそうやっていただいています。より勉強

する時間をとった上で臨むという基本的なところは、その方

法でお進めいただきたいと思います。 

 一応皆さんにお配りした次第には、それ以外の案件につきま

してもございます。今日は、議題としては初めてですので、

いろんなご意見が出ましたので、次の回からどうしたらいい

かというようなことも、ある程度出されたように思いますの

で、この１番目の今期推進会議の調査・協議事項についてと

いう内容につきましては、とりあえず、ここで区切りをつけ

させていただきたいと思います。 

８８８８    その他その他その他その他    

（１）寒川町「市民討議会」の経過報告について（１）寒川町「市民討議会」の経過報告について（１）寒川町「市民討議会」の経過報告について（１）寒川町「市民討議会」の経過報告について    

【千葉会長】  それでは、次第の８番、その他でございます。

１番目として、寒川町「市民討議会」の経過報告についてと

いうことで、事務局のほうで資料を準備いただいております

ので、説明をお願いします。 

【事務局】  それでは、資料６をごらんになっていただけれ

ばと思います。 

―資料６説明―（省略） 

【千葉会長】  ありがとうございました。 

 今の報告につきまして、まちづくり推進会議ですので、町の

いろんな発信に対して、こういう活動が直近でなされたとい
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うことに対しての報告でございます。この席で何か確認をし

ておきたいというようなことがありましたら、初めての企画

でございますので、ご意見があれば承りたいと思います。い

かがでしょうか。 

【平本委員】  せっかく４９名の方が承諾してくれたのに、

３０名に絞ったのはもったいないという気持ちがあるのです

が、会場の都合でしょうか。 

【戸村協働文化推進課長】  まさにそのとおりでありまして、

もともと寒川青年会議所と文教大学の実行委員会、町は共催

という立場でしたけれども、２,５００名に無作為抽出で招待

状を送付し、おそらく１％程度の参加だろうという想定でし

た。しかし、２％近い４９名の方々に集まっていただき、実

行委員会で論議しまして、会場の都合と青年会議所のファシ

リテーターや書記をやっていただく文教大学の学生といった

人数的な制約もあり、ほんとうに残念でならないんですけれ

ども、３０名としました。 

【千葉会長】  ほかにありませんか。 

【杉下副会長】  感想なんですけど、非常におもしろい取り

組みでして、承諾者等の内訳を見ても、男性より女性が多か

ったということと、平均年齢もこの推進会議より若干低いん

じゃないかということで、ふだん聞けないような意見が聞け

たということと、そういった多様な町民の意見を持っている

人たち同士が意見交換をできたという意味では、非常に意味

があったのではないかと思います。 

【大関委員】  この討議会、相当いい意見があったと思うん

で、この意見、よかったねという意見を幾つか挙げて、ここ

で発表していただければありがたいなと思うんですけれど

も。やはりこれをやりました、よかったです、終わりという

よりも、この諮問でやっているわけですから、この人たちが

こういう意見があったんだよ、こういうふうにいろんな人が

話してきたんだよということをやっぱり知るべきだと思いま

すが、今日はなければ次回でもいいと思いますので、よろし

くお願いします。 

【戸村協働文化推進課長】  実行委員会では、事前のアンケ

ートや参加できなかった方へのアンケート、その討議会の後

にもアンケートをとって、報告書としてこの年末までにまと

めていただき、きちんとした形で公表する予定でございます。 

【平本委員】  その報告書を出されるときに、それを反映し

て、こうしましたというところまで踏み込んで載せていただ

けるんでしょうか。 

【戸村協働文化推進課長】  当初、この市民討議会をやった

目的も、もともと協働事業提案モデル制度に参加される方が、
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決まった団体だとか、決まった方というところがあって、協

働のまちづくりを推進したいと、いろんな方の意見だとか参

加というのを求めた今回の市民討議会ですので、報告を受け

て、より参加しやすいような制度の設計といったら大げさな

んですけれども、見直しのデータという形で取り込んで、そ

れを反映した結果をまたご報告していきたいというふうに思

っています。 

 以上です。 

【千葉会長】  感触はどうなんですか。これをやって、今後

もこういうパターンは継続したいなという感想はお持ちなん

ですか。 

【戸村協働文化推進課長】  実は、そういうご質問もあるん

ですけれども、今回、メインとしては、参加しやすいような

イベント等の協働事業の制度の見直しということのためとい

うのが一点。もう一つは、人材の発掘で、若い方や女性の方、

例えば学生さんだとか主婦をやっている方、通常は参画して

もらうことが難しい方々へのアプローチと、こういう事業を

やっていますという周知もある意味できたのかと考えていま

す。基本的には続けていかなきゃいけないと思うんですけれ

ども、事務局としては、次回また、第２回の市民討議会をや

るという予定は、今のところ、まずは制度設計の見直しから

検討していかなければいけないというふうに考えています。 

【千葉会長】  では、この報告につきましては、これで一応

区切りをつけさせていただきます。 

 では、次に２番目として、わたしの提案制度褒章審査会への

委員推薦についてと。資料も準備していただいておりますの

で、これも事務局から説明をいただけますか。お願いします。 

【事務局】  では、資料番号が７番になります。 

―資料７説明―（省略） 

【千葉会長】  この委員の中から２名を推薦すると、こうい

うことですか。 

 事務局のほうで腹案があれば、ちょっとご披露いただければ

と思いますが、いかがでございましょうか、皆さん。 

（「異議なし」の声あり） 

【千葉会長】  では、事務局、ご発言ください。 

【事務局】  お２人ということで、まず、お１人は前期も務

めていただきました新保委員に引き続きお願いしたいと思い

ます。もうお１人といたしましては、農業委員会をやられて

おりまして、町の情勢にも詳しいということで、相田委員に

お願いしたいなと思うんですけれども、いかがでございまし

ょうか。 

（「異議なし」の声あり） 
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【千葉会長】  異議なしですね。 

 まちづくり推進会議として町からの要請に対しまして、委員

を派遣するということで、新保委員と相田委員に改めてご苦

労をかけますが、ぜひよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、今日、準備した次第は全て終了いたしました。 

 それ以外に、何かご意見があれば、ちょっと時間もございま

すので、承りたいと思いますが、いかがでしょうか。何かお

気づきの点はありますか。 

【事務局】  次回の日程について事務連絡をさせていただき

たいと思います。 

 予定としましては、９月の末ごろから１０月の初旬、このあ

たりで調整したいと思います。決定し次第、開催通知をお送

りさせていただこうかと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

【千葉会長】  ありがとうございます。まだ２カ月あるわけ

ですけれども、先ほどの論議に出ましたように、資料等、そ

れ以前にお届けをするということの中で、その中から適当な

日にちを選んでいただきますので、よろしくご承知おきいた

だきたいと思います。 

６．閉会６．閉会６．閉会６．閉会    

【杉下副会長】省略 

 ～午後５時００分閉会～ 

配付資料 

○資料１ 第６期寒川町まちづくり推進会議委員名簿 

○資料２ 第６期寒川町まちづくり推進会議スケジュール（案） 

○資料３ 第６期寒川町まちづくり推進会議の検討課題について 

○資料４ 寒川町パブリックコメント手続に関する規則 

○資料５ 平成２１～２９年度寒川町パブリックコメント実績一覧 

○資料６ 寒川町「市民討議会」の結果概要 

○資料７ わたしの提案制度褒章審査会委員推薦依頼書 

○参考資料 1 寒川町自治基本条例（解説） 

○参考資料２ 寒川町まちづくり推進会議規則 

○参考資料３ 寒川町まちづくり推進会議内規 

○参考資料４ 第５期寒川町まちづくり推進会議報告書 

議事録承認委員及

び議事録確定年月

日 

半澤委員、中門委員（平成３０年１０月１６日確定） 

 


